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セミエビ科フィロソーマ幼生の同定． 

13. エクボヒメセミエビ属（Eduarctus）の最終期幼生 
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Abstract 

A gilled (final) stage phyllosoma larva (BL = 10.8 mm) of scyllarine slipper lobster was collected in the 

western North Pacific (29º 07' N, 129º 06' E). Database homology searches and phylogenetic analysis using 

partial mitochondrial 16S rDNA and COI sequences failed to identify the species but indicated that this larva 

belonged to the genus Eduarctus. Although this phyllosoma was morphologically very similar to the final 

stage larva of Eduarctus modestus, the nucleotide sequences of this specimen differed substantially from 

those of E. modestus. 
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緒言 

セミエビ科で最大のグループであるヒメセミ

エビ亜科（Scyllarinae）は現在 13 属より構成され

54 種を含む（DecaNet 2024）。本亜科の種は小型

かつ岩の下や間隙に隠れているため目に付きに

くいこと、まとまった漁獲が無いことから産業的

利用がほとんど無い。そのためヒメセミエビ類の

分類学的研究は大型のイセエビ類やセミエビ類

に較べてかなり遅れており（関口ら 2009）、未記

載種が少なからず発見されるものと予想されて

いる（Booth et al. 2005）。事実、この 20 年間にお

いて新種記載があいついでおり（Yang et al. 2008, 

2011, 2017; Yang and Chan 2010, 2012, 2020）、DNA

データベースに一致する配列がないヒメセミエ

ビ亜科のフィロソーマ幼生も報告されている

（Ueda et al. 2021; Chow and Yanagimoto 2022a, b）。 

イセエビ下目（Achelata）全般にフィロソーマ

幼生期における形態的分類は難しいが、種数が多

く未記載種も含まれるヒメセミエビ亜科ではさ

らに難しい。産業的価値は低いものの、プランク

トン中に出現するフィロソーマ幼生はヒメセミ

エビ亜科のものが圧倒的に多いことから

（Johnson 1971b）、海洋生態系では重要な役割を

担っていることは間違いない。そのため、種の特

定は非常に重要な基礎的情報となる。ヒメセミエ

ビ亜科フィロソーマ幼生の形態的分類に関して

は多くの研究があるが、実験室内での飼育に基づ

く研究以外で種を特定できた例は少ない。一方、

近年では DNA 分析（DNA バーコーディング）を

用いた調査研究例が増えつつある（Palero et al. 

2008, 2011; Genis-Armero et al. 2017, 2020, 2022, 

2023; Wakabayashi et al. 2017, 2020; Ueda et al. 2021; 



 

Fig. 1. Ventral (A) and dorsal (B) views of whole body, anterior part of cephalic shield (C), and posterior part 

of abdomen (D) of a final stage (stage IX) phyllosoma larva (E1-6) collected in the western North Pacific 

(29°07’ N, 129°06’ E). Body length (BL): 10.8 mm; cephalic shield length (CL): 6.1 mm; cephalic shield 

width (CW): 7.7 mm; thorax width (TW): 4.3 mm. Scale bar = 2 mm (A and B) and 1 mm (C and D). 
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Chow and Yanagimoto 2022a-f, 2023）。DNA バーコ

ーディングにはミトコンドリア DNA の

cytochrome oxidase subunit I（COI）及び 16S rDNA

（16S）が一般的に用いられるが、データベース

に登録されているヒメセミエビ亜科の配列情報

は COI で 21 種、16S で 37 種であり（2024 年 8

月時点）、充分とは言えない。このように、未記

載種を含めデータベースに DNA情報が存在しな

い種が多いことは DNA バーコーディングでも種

特定ができない場合があることを意味する。この

こともヒメセミエビ亜科幼生の種判別を難しく

している一因であるが、系統解析による近縁種の

探索は可能である。 

本稿では、西部北太平洋で採集されたエクボヒ

メセミエビ属（Eduarctus）のものと考えられる最

終期幼生について、形態観察と DNA 解析を行っ

た結果を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材料および方法 

フィロソーマ幼生標本は 2012 年度水産庁国際

資源調査等推進対策事業「南西諸島沖におけるク

ロマグロ仔稚魚分布調査」において、表中層トロ

ールによる夜間（20 時）の表層曳で採集されたも

のである。採集日は 6 月 16 日、地点は琉球諸島

東沖フィリピン海の北緯 29 度 7 分、東経 129 度

6 分である。船上で選別したフィロソーマ幼生を

エタノール（70 %）固定し、実験室に持ち帰った。

実験室においてヒメセミエビ亜科のフィロソー

マ幼生を Chow and Yanagimoto（2021）に従って

選別した。そのうち頭甲部が台形を呈し、尾肢先

端が顕著に尖る 1 個体（E1-6）を取り出した（Fig. 

1）。このような形態を示すヒメセミエビ亜科のフ

ィロソーマ幼生は経験上非常に少ないことが、着

目した理由である。画像を撮影後、全体を良く洗

浄し、DNA 抽出のために胸脚の一部を切り取っ 
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た。DNA 抽出、COI 及び 16S 部分領域の PCR 増

幅、シークエンス反応は Ueda et al.（2021）と Chow 

and Yanagimoto（2021）に従った。現在までに報

告されているヒメセミエビ亜科の COI と 16S 配

列をデータベースより入手した。そのうち、1 種

あたり 4 配列以上が登録されている場合は最も

分化した 3 配列を選抜した。外群としてセミエビ

（Scyllarides squammosus）の配列を用いた。配列

間の塩基置換率（K2P）の計算と系統樹の作製に

は MEGA 6（Tamura et al. 2013）を用いた。尚、

和名は関口（2014）に従った。 

 

結果 

本標本（E1-6）は鰓原基を有するため最終期と

判断した（Fig. 1）。体長（BL）は 10.8 mm、頭甲

部長（CL）は 6.1 mm、頭甲部幅（CW）は 7.7 mm、

胸部幅（TW）は 4.3 mm であった。第 1 触角の先

端は第 2 触角の先端とほぼ同じレベルに位置す

る。第 2 触角の側突起は主軸に対してほぼ真横に

突出するため、第 2 触角は半 H 型（half-H shape）

あるいは椅子型（seat shape）を呈する。第 2 触角

は分節しない。頭甲部は台形で、後縁中央部が後

方にやや突出する。胸脚基節の棘（coxal spine）

は顕著であり、第 5 胸脚のものは基節長より長

く、その他は基節長の半分を超える。第 5 胸脚先

端は尾節中央付近に達する。尾節後縁はドーム型

で左右に側棘は無い。尾肢先端は尾節後縁をはる

かに超え非常に鋭く尖る。 

本標本で決定した COI 配列（783 bp）と 16S 塩

基配列（408 bp）をデータベースに登録した

（LC819402, LC819403）。E1-6 の COI 配列につ

いては、多くの無脊椎動物で使用されている

Folmer et al.（1994）のプライマーで増幅される領

域を抽出して BLAST 検索したところ、上位ヒッ

ト配列はジュンタツヒメセミエビ Bathyarctus 

chani（EU982703）及びツノヒメセミエビ属の一

種 Chelarctus crosnieri（MZ452440）のもので、一

致率は 80.38‒81.80 %であり、同種のものと考え

られる配列は無かった。COI 系統樹（Fig. 2）にお

いて E1-6 はエクボヒメセミエビ E. martensii

（JN701671）と姉妹群を形成したが、同種と考え

られる種はなかった。エクボヒメセミエビ属でデ

ータベースに登録されている COI 配列はエクボ

ヒメセミエビの 1 配列だけであり（Table 1）、E1-

6 とエクボヒメセミエビ間の K2P は 22.49 %であ

った。この値は十脚甲殻類の同属異種間の範囲に

あった（Lefébure et al. 2006; Costa et al. 2007; 

Matzen da Silva et al. 2011; Barua et al. 2021）。E1-

6 の 16S 配列に対する BLAST 検索による上位ヒ

ット配列はエクボヒメセミエビ属の一種 E. 

modestus（JN701715）及びエクボヒメセミエビ

（JN701714, KY401619‒KY401635）のもので、一

致率は 85.96‒90.00 %であり、同種のものと考え

られる配列は無かった。16S 系統樹（Fig. 3）にお

いて E1-6 はエクボヒメセミエビ属 3 種（E. 

modestus, E. martensii, E. reticulatus）と姉妹群を形

成したが、同種と考えられる種はなかった。エク

ボヒメセミエビ属には 8 種が記載されているが、

データベースに登録されている 16S 配列はこれ

ら 3 種のものだけである（Table 1）。E1-6 とこれ

らエクボヒメセミエビ属 3 種間の K2P はそれぞ

れ 12.2、15.5、21.4 %であり、十脚甲殻類の同属

異種間の範囲にあった（Lefébure et al. 2006; Barua 

et al. 2021）。 

 

考察 

今回の研究で形態観察や DNA解析を行ったフ

ィロソーマ幼生 El-6 は、DNA バーコーディング

では種を特定できなかったが、系統解析では E1-

6がエクボヒメセミエビ属の 1種であることが示

された。そのため、暫定的に本標本を Eduarctus 

sp-A とする。エクボヒメセミエビ属で記載され

ている全 8 種がインド―中部太平洋海域に分布

する（Table 1）。そのうちインド―西部太平洋の

広い範囲で成体の分布が確認されている種は E. 

aesopius、エクボヒメセミエビ、E. pyrrhonotus、

E. reticulatus の 4 種である。これら 4 種はハワイ

やマーケサス諸島といった中部太平洋では報告

されていない。一方、中部太平洋に分布する E. 

modestus が西部太平洋で報告されたことはない

（ Holthuis 2002; Webber and Booth 2007 ）。

Eduarctus sp-A の形態的特徴は Johnson（1971a） 



 

Fig. 2. A maximum-likelihood tree of COI 

nucleotide sequences of scyllarine species 

and Scyllarides squammosus as the 

outgroup. The tree was built using the 

GTR+G+I model. Accession numbers are 

shown in the parenthesis. Bootstrap values of 

> 60 % (from 1050 replicates) are shown at 

each node. 
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がハワイ海域から報告した E. modestus の最終期

幼生とよく一致するが、Johnson（1971a）の幼生

では体長が 13 mm であり、Eduarctus sp-A よりや

や大きい。また、16S 配列では明らかに Eduarctus 

sp-A と E. modestus は別種と考えられた。このこ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とは E. modestus の成体の分布が中部太平洋に限

られていることとも符合する。一方、Johnson

（1971b）、Phillips and McWilliam（1986）および

Wakabayashi et al.（2017）がそれぞれ南シナ海、

豪州北部カーペンタリア湾および山口県日本海 



 

Fig. 3. A maximum-likelihood tree of 16S 

nucleotide sequences of scyllarine species 

and Scyllarides squammosus as the 

outgroup. The tree was built using the 

TN93+G+I model. Accession numbers are 

shown in the parenthesis. Bootstrap values of 

> 60 % (from 1050 replicates) are shown at 

each node. 
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側沿岸から報告したエクボヒメセミエビの最終

期幼生も Eduarctus sp-A と似るが、エクボヒメセ

ミエビでは第 2触角が V字型を呈するとともに、

基節棘が短く、尾節に小さいながら側棘があると 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いった違いがある。成体の分布に紅海、フィジー、

モザンビークといった地域固有性が示唆されて

いる種もあるが（Table 1）、現状では DNA バーコ

ーディングで除外された 3 種（E. modestus, E. 



 

Table 1. Eight slipper lobster species of the genus 

Eduarctus and the distribution described to date 

(Holthuis 2002; Webber and Booth 2007). 16S and COI 

sequence data are reported for three and one species, 

respectively. 

 

Table 2. Selected morphological characteristics of final stage scyllarine phyllosoma larvae having sharply 

pointed uropods. 

*not final stage. 
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martensii, E. reticulatus）以外のどの種も Eduarctus 

sp-A の親種である可能性はあり、Eduarctus sp-A

が未記載種である可能性もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒメセミエビ亜科のフィロソ－マ幼生につい

ては最終期幼生だけでも非常に多くの研究報告

があるが（see Table 1 in Chow and Yanagimoto 

2022e）、エクボヒメセミエビ属のものと特定され

たフィロソ－マ幼生の形態に関する研究報告は

極めて少ない。本研究で分析した標本の最も目立

った形態的特徴は先端が著しく尖った尾肢であ

る。そこで、このような特徴を持つヒメセミエビ

亜科の最終期フィロソーマ幼生に関する研究報

告を抜粋した（Table 2）。いずれも最終期として

は体長が小さい（8.0‒13 mm）ことが共通してい

る。Eduarctus sp-A は第 2 触角が半 H 型、長い基

節棘、側棘を欠く尾節という点で、Prasad and 

Tampi（1960)の Scyllarides sp.および Johnson

（1971a）の E. modestus と符合するが、Johnson

（1971a）の E. modestus は体長が大きい。また、

E. modestus の分布が中部太平洋に限られている

ならば、Eduarctus sp-A だけでなく Prasad and 

Tampi（1960)の Scyllarides sp.も E. modestus では

ないことになる。Michel（1971）による Scyllarus 

sp. V については尾節側棘の有無が不明であるが、

体長は Johnson（1971a）の E. modestus と似る。

Wakabayashi et al.（2017）によるエクボヒメセミ

エビの最終期幼生は第 2 触角が V 型、短い基節 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

棘、側棘を有する尾節という点で、 Johnson

（1971b）、Prasad et al.（1975）、Phillips and 

McWilliam（1986）が報告した Scyllarus martensii

と符合し、エクボヒメセミエビがインド―西部太

平洋に広域分布することと整合性はある。一方、

Berry（1974）の Scyllarus sp. B、Tampi and George
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（1975）の Scyllarus martensii、McWilliam et al.

（1995）の Scyllarus sp. E は長い基節棘、側棘の

無い尾節、V 型の第 2 触角という点で Eduarctus 

sp-A、E. modestus や E. martensii とも異なる。

Gurney（1936）の Scyllarides sp.はおそらくエクボ

ヒメセミエビ属のものと考えられるが最終期で

はなく尾節側棘の記述がない点で他との類縁性

が検討できない。以上の研究を包括的に検討する

と、著しく尖った尾肢を持つフィロソーマ幼生は

形態的に大きく 3 グループに分けられ、DNA 情

報も考慮すれば Table 2 には少なくともエクボヒ

メセミエビ属の 4 種が含まれることになる。ただ

しエクボヒメセミエビ属全種の後期幼生が著し

く尖った尾肢を持つとはまだ断定できない。 

今後、ヒメセミエビ亜科全般に、成体標本にお

けるDNA情報の整備及びフィロソーマ標本の

DNAバーコーディングと形態的分析を進めてゆ

く必要がある。 
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